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サウンド・オブ・サイレンツ 
—無声映画と弁士の語り
大森恭子
（ハミルトン大学）
はじめに
本稿は、著者が 2018 年 9 月 14 日 ( 金 ) に行った講演「サウンド · オブ · サイレンツ	—無声映画と
弁士の語り」の要旨をまとめたものである。なお、活動写真弁士 (略して弁士、あるいは活弁 )は、今
から一世紀も前のサイレント映画時代に活躍し、トーキング · ピクチャー (トーキー )の登場とともに
消えていったということから、過去の遺物という印象が強いかもしれない。そこで、講演の際には通常
の学会発表とは趣向を変え、私たちが毎日の生活で見慣れているトピックと結びつけ、また簡単な「弁
士体験」を行って、聴衆の興味を引きながら研究報告をする形をとった。
構成
1) 活動写真弁士 ( 略して弁士、あるいは活弁 ) の役割
2) 弁士の歴史 ( サイレント映画時代、なぜ日本では弁士が必要とされ、人気があったのか )
3) 現代における弁士の活躍
4) 弁士資料を公開するデジタル • アーカイブの意義と用途
1. 活動写真弁士の機能と意味 — 活動写真弁士説明とは
映画は通常、「見る」という行為で表現されるものであり、「聞く」という動詞のみで映画鑑賞を
表現することは特殊な事例に限られるであろう。しかし実際には、映画の音声が映画の物語世界の展開
に極めて重大な役割を担うことも多い。
また、特に無声映画時代に関しては、その「無声」という名称から、映画鑑賞には音の介在がなかっ
たと考えがちである。しかし実際にはこの時代の映画館こそ、弁士と楽士たちによる生の声や音楽が、
観客の映画作品の解釈に重要な影響を与えた。そこで、講義の冒頭で弁士説明の役割と意味を、下記の
ような順序で辿った。
弁士の「活動写真説明」のスタイルや内容は、弁士によって、また時代や地方によっても千差万
別であった。しかし大まかに言って、次の三つの機能を果たした。
（1）	登場人物のセリフや音 (映画の物語世界の中の音声 )
（2）	話の筋などを説明するナレーション (映画の物語世界の外の声だが、映画作品のナラティ
ブに付随するもの )
（3）	コメンタリー (映画作品についての薀蓄や、映画を見ている者の感情を表現 )	
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セリフは、現代の声優のように複数の弁士が様々な声色を使った「声色掛合い」という例もあっ
たが、一般的には声でリアルさを追求するというよりは、浄瑠璃の語りのように、弁士の地声で演じら
れることが多かった。(女性の登場人物のセリフは高めの声を出すということは行われた。)ナレーショ
ンは、映画のタイトルカードに出てくるテキストを読む (外国語のタイトルの場合は日本語に訳す )こ
とも、弁士が自己の解釈で内容を追加することもあった。コメンタリーの内容は様々だが、外国の風習
や俳優など、知っていると映画がさらに面白くなる側面に言及することもあり、映画に対する観客の
反応を代弁するかのように感想を述べることもあった。いずれにせよ、弁士一人一人が、映画を自分な
りに解釈して説明台本を用意し、本番に臨んだのである。そのため、同じ作品が複数の映画館で上映さ
れるようになった時、観客の作品に対する理解や楽しみ方は各映画館の専属弁士によって大きな違いが
あった。つまり弁士は、同一作品が映画館によってまるで異なる作品として解釈され得るという面白い
現象を創出する一方、映画を芸術として育てていきたい者の視点からすると、新しい芸術様式の進化・
発展を妨げる問題の根源と見なされたのである。
私たちの日常においても、映像に組み合わされた声の芸術は多数ある。講演では、アニメ声優、
外国語映画の吹替え声優、スポーツ中継のアナウンサーの三つの例を挙げ、弁士との共通点や相違点を
あげた。
•	 アニメの声優：キャラクターの「中の人」として、アニメを超えて人気となる。弁士の中にも、
映画監督や俳優より人気のある者もあった。
•	 外国映画の吹替え声優：声の調子、間合いの取り方、スピードなど、観客がわかる言語で声
の演技をしてくれる。情報伝達が容易になるだけではなく、感動が倍増する点も弁士と共通
点がある。
•	 スポーツの実況中継のアナウンサー：スポーツのルールなどを解説するのはもちろん、私た
ち観客がファインプレーを見て熱狂する時、その気持ちを代弁して盛り上げてくれる。また、
選手たちのこれまでの苦労話などを紹介して人間的なドラマを作り上げ、スポーツ観戦に深
みや広がりを与える。弁士の中にも、映画作品の文化的背景などを説明に織り込んで、立体
的な物語世界を構築するものもあった。	
このように、現代の声の芸と弁士には共通点もある。しかし、現代の声優やアナウンサーと弁士
の大きな違いの一つは、弁士は映画館の舞台に立ったということである。ある程度の設備がそろってい
る映画館では、映画スクリーンの横に演壇のようなものがあり、弁士は映写機の明滅するほのかな光に
照らされる形で説明を行った。合間には、オーケストラ・ピットの楽団が演奏を行った。映画上映中、
観客は必ずしも弁士を注視していた訳ではない。しかし、客はどこの映画館でどの弁士が説明を行うか
を広告などで把握して来ていたため、目当は弁士だったということも少なくなかった。スター弁士の一
人であった徳川夢声も、調子の悪い日には上映中に客の罵声を浴び、うまくいくと賞賛の掛け声がかかっ
たという。もう一点、弁士は通常、自分で作品を解釈して説明台本を書いていたことも現代の声優たち
の役割とは異なるであろう。つまり、映画作品は弁士の説明をつける前にナラティブが完成したものと
して世に出されているにもかかわらず、作品を自分なりに理解し、生の声を通してその解釈を提供する
弁士の試みがうまくいった場合、映画にさらなる躍動感を与え、話に奥行きを与えると目されたのだ 1。
2. 弁士の歴史
ここでは 1と多少重複するが、弁士の歴史を簡単に紹介する。
1　弁士が色々と話してくれるため、サイレント時代の日本の映画界には、弁士がここで説明を入れるだろ
うと期待して映画を作っていた監督もいた。
東京外国語大学国際日本学研究　報告Ⅶ
2018 年度連続講演会　論文集
7
映画到来とともに突然活動写真説明者が現れ、それまでになかった声の芸術を創りだしたわけで
はない。絵と声が共に使われる芸術は前近代も様々なものが挙げられるが、映画の直近では写し絵の伝
統があり、それ以前にも絵解きや人形操りと共に行う人形浄瑠璃などが挙げられる。つまり、絵や映像、
人形の動きに別の演者が声・言葉をつけるのは、日本の伝統芸能にその下地があった。
そういった下地もあって、サイレント映画の日本到来早々、日本の映画館ではスクリーンの横に
説明者が登場した。初期には映画上映前に「前説明」を行って、作品の時代背景などの情報で観客の理
解を助けることもあり、上映中には先述したナレーション、登場人物のセリフ、そして映画の内容や俳
優についてのコメントをおこなうなど、様々な面で観客の理解を深めたり広がりをもたせたりした。音
楽の生演奏がついた映画館も多数あった。弁士は、昭和元年 (1926 年 ) には全国で男性 7264 人、女性
312 人を数えたという (梶田　82-83)。しかしその後、減少の一途を辿る。東京府では、1927 年末には
男性が 1717 人、女性が 94 人いたが、1929 年になると男性 1201 人、女性 15 人と減っていき、1930 年
半ばまでには消えていく。	
日本映画・演劇の研究家、ジョゼフ・	L・アンダーソン氏によると、弁士の説明の起源は、複数の
媒体が混合した形態の舞台芸術であり、見どころ／聴かせどころは、語り手と舞台上のストーリーの間
の緊張感に存在するとのことだ。つまり、物語の中の登場人物たちの間に生まれる緊張感や軋轢ではな
く、語っている者と、舞台上で演じている者の演技の間に、生産的な緊張感が生まれるのが醍醐味だと
いう。
他に、日本では昔から琵琶法師の語りもあり、江戸時代には講釈、明治になると講談と呼ばれる
人気の話芸もあった。したがって、講談師など、話芸を生業とした人の一部が、映画の到来とともに弁
士になったのも自然な成り行きだったのである。
弁士の語りのスタイルがおおむね浄瑠璃の語りをはじめとする前近代の形式を受け継いでいるこ
とから、映画が進化するにつれて弁士は時代遅れとみなされるようになった面もある。しかし、映画技
術の発達とともに映画のナラティブが変化していくのに合わせ、前説明を廃止したり、七五調で朗々と
語る代わりに静かな口語体でミニマリストな説明を試みたりした弁士もいた。(例えば、徳川夢声はの
ちに、間の取り方が名人級だと言われるようになる。)
19世紀末に映画が発明されて以来、映画の技術は絶えず発達し続けた。映像をフィルムに焼き付け、
映写機にかけることによって画像が動いているように見せる技術から始まった映画は、蓄音機というも
う一つの技術を使って映画に音を後付けするといった試行錯誤ののち、1930年代に入ると、無声から
トーキーへと本格的に移行した。
しかし、サイレントから発声映画への移行は、様々な理由で、はっきりした区切りの年がない。
面白いことに、トーキーになっても弁士の説明付きで見たいという声もあったため、トーキーの音の上
にかぶせる形で弁士が説明をしたり、せっかく入っている音を完全に消してしまい、弁士が説明する
ということもあった。また、各映画館の設備事情によっても、トーキーが上映できないため、弁士が付
いた所もあった。溝口健二監督は、発声映画『折鶴お千』(1935）	制作の際に、俳優たちの声ではなく、
弁士説明プラス背景音楽のみを音として入れた。
3. 現代の弁士
トーキー映画が広まったのちもしばらく活躍を続けた弁士もおり、また弁士たちは複数の映画館
でトーキーへの移行に際してストライキを行って抵抗したりもしたが、1930 年半ばまでには弁士を雇
い続ける映画館はなくなってしまう。しかし、21 世紀のこんにち、弁士として活躍する人達がほんの
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一握りではあるが存在する。全国にいくつかの流れがあるが、その一つとしては、サイレント末期に少
年弁士としてキャリアを積んだ松田春翠 (1925-87) が、散逸した古いフィルムを蒐集して第二次大戦後
にマツダ映画社を創立、東京で弁士つきの無声映画鑑賞会を定期開催し続けた。春翠が収集し、保存し
た作品数はおよそ 1000 本である (不完全な作品を含む )。春翠没後、1973 年にデビューしていた弟子
の澤登翠がその後を引き継ぎ、現在もプロの弁士として、毎月の無声映画鑑賞会に加え、日本国内外の
映画祭や映画学関係のシンポジウムなどで活躍している。
澤登翠の弟子、片岡一郎 (1977-) も国内のみならず広く海外で活躍し、アメリカ、ドイツをはじめ、
様々な大学や研究機関にも長期滞在で招待されて活動している。筆者も片岡氏とコラボレーション・ワー
クショップを行ったことがある。2014 年の９月に弁士１名、和楽器奏者３名 (琵琶、尺八、鳴り物 )、
カナダからピアノ奏者兼作曲家 1名、フランスからチェロ奏者 1名の総勢６名を、勤務大学であるハミ
ルトン大学に招待し、１週間ほどのワークショップを主催した。成果は、1925 年のサイレント、『雄呂血』
(二川文太郎監督　阪東妻三郎主演 )のための新しい弁士説明と音楽を生み出したことであり、2017 年
4 月には米国カリフォルニア州ロスアンゼルス、UCLA( カリフォルニア州立大学ロスアンゼルス校 )
のビリ ・ーワイルダ ・ーシアターにてワールド・プレミアを行った。この『雄呂血』の企画が発端となり、
2019 年 3 月には再度、弁士関連のイベントがUCLAで開催された。これは片岡一郎、坂本頼光、大森
くみこの３名が弁士として参加、和洋楽器の演奏とともに日米のサイレント映画 15 本をビリー・ワイ
ルダー・シアターで３日間に亘って上映するというものであった。大入り満員の劇場で、観客が映画に
反応して笑ったりしんみりとしたりしていた。また、同じ映画を複数の弁士が競演したり声色掛け合い
をした作品では、弁士や楽士の絶妙のパフォーマンスに感嘆のため息を漏らし、まさにサイレント時代
の映画館体験が再現されたかのような企画であった。20 世紀初頭には、日本人移民がロスアンゼルス
の日本人街の映画館で弁士付きの映画を楽しんだ歴史を考えると、感慨深いものがある。
なお、UCLA での公演では、日本語が堪能な客はおそらく少数だと思われたため、UCLA と早稲
田大学の方々が弁士の説明台本を上映直前に受け取って英訳し、それを上映時にソフトタイトルとして
映画に重ねて映写するという工夫が凝らされた。公演後に観客の数名と話をしたところ、日本語がわか
らなくても弁士の声のパフォーマンスから情感が伝わってきて非常に感動したという答えが圧倒的で
あった。同時に、英訳があったおかげで、同一作品でも弁士の説明が一人一人どのように異なるかとい
う比較を堪能できたのも面白かったという声が聞かれた。
4. 弁士資料を公開するデジタル • アーカイブの意義と用途
2017 年と 2019 年にビリー・ワイルダー・シアターの上映会に来場した人たちは、弁士説明を実体
験できた。また、日本国内でも弁士つきの無声映画上映会が各地で開催されている。それでも、そのよ
うな場に行くことが叶わない人の方が圧倒的に多い。松田春翠や澤登翠の弁士説明が音声として入った
無声映画のDVDシリーズがデジタル・ミーム社から出ているので、それで弁士の声の芸を楽しむこと
も可能である。しかし、もっと広く弁士について知識を広め、体験してもらうにはどうすれば良いのだ
ろうか。そのような思いから、著者はここ数年、弁士のデジタル・アーカイブづくりに着手している。
9月の講演では、そのアーカイブからいくつかの例をお見せした。一例としては、ドイツの表現主
義映画『カリガリ博士』 (1920) が、アメリカ上映と日本上映時にどのような違いをもって受容された
かということをお話しし、徳川夢声の説明の音声データと映画の映像を同期化したものを１シーン、お
見せした。
このアーカイブは現在、作業を継続中であるが、公開可能になるまでの情報提供のために情報サ
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イトを設けている。このサイトも順次更新中である。https://www.hamilton.edu/academics/centers/
digital-humanities-initiative/projects/Benshi-Silent-Film-Narrators-in-Japan
アーカイブには、４つの目標がある。第１点目は、サイレント時代などの印刷物 ( 映画館のプロ
グラム、チラシ、広告、エッセイ、映画雑誌に掲載された映画説明や梗概、イラストなど )、レコード、
弁士番付、写真、映画館に関する資料 (写真、設計図 )など、いわゆるエフェメラ (ephemera） をこのアー
カイブでデジタル保存し、誰でもアクセスできるようにしたい。
第２点目は、第二次大戦以前のレコードや、第二次大戦後の回顧上映会などのテープ録音をデジ
タル化し、さらにその音声を無声映画の映像と同期化 (シンクロ )させることである。弁士説明のテキ
ストとその英訳が、映画のシーンが再生されるにつれて順次、スクローリングで出てくるようになって
いる。ここでは、同じ映画に対して複数の弁士がどのように異なった説明をするかを比較することもで
きる予定である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第３点目は、映画上映と弁士説明が行われた場としての映画館の空間の再現を目指している。現
時点では、赤坂溜池の葵館と新宿武蔵野館 (いずれも東京 )の写真、設計図、随筆などを使用し、バー
チャル・リアリティー (VR) モデルを作成した。これによって、徳川夢声の説明が武蔵館の３階バルコ
ニー席からはどう聞こえるか、スクリーンの大きさはどのくらいか、などを再現できる。
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第４点目は、弁士アーカイブの教育的活用である。特に筆者の勤務校はリベラル・アーツ大学で、
学部学生のみを教えている。そのため、大学院のように高度に専門的なことを研究させるのではなく、
弁士の役割を現代に応用して、語りについて考察するといった用途にこのアーカイブを使用している。
数年前には学生が弁士の基本情報サイトを作ったが、今年の学生もそれを見ながら弁士について学び、
次には実際に弁士説明を行ってみるという作業をしている。また、大学近隣にある難民センターでおこ
なわれた英語の授業をテーマにした『クロスロード・イン・コンテクスト』というサイレント映画も、
２年前に学生と共同制作した。そして出来上がった映画に他の学生たちが弁士説明をつけるという経験
を通して、他人の物語を語るとはどういう意味を持つか、ということを考える機会としている。
このように、デジタル・アーカイブの利点は多数あるが、これからも順次発展させて行くことが
可能で、また遠隔地にいる他の研究者たちと共同研究ができることも強みである。例えば、筆者は無声
映画時代の映画音楽は専門外であるが、このアーカイブを共同作業の場として使い、優れた映画音楽研
究者たちの研究成果を載せて行くことも可能であり、弁士と楽士がどのように共存していたのかという
ことも探っていけるかもしれない。
活動写真弁士とは遠い昔の芸だと思われるかもしれないが、近年、さまざまな場で 21 世紀に弁士
を考察し、体験する意義を考えさせられる機会がある。これからも他の研究者や教え子たちと協力し、
研究を進めてゆきたい。
なお、下の参考文献は、これまで著者が研究に利用したものの、ほんの一部に過ぎない。文献と
しては日本語のものが圧倒的多数であるが、今回は英語での出版物をご紹介するため、意図的に英語圏
の出版を主に選択したことをお断りしておく。
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